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令和７年度横浜市社会福祉審議会 議事録（案） 

日  時 令和７年12月19日（金）10時00分～11時30分 

開催場所 横浜市役所18階 なみき16・17会議室 

出 席 者 

（名簿順） 

望月康弘委員、かざまあさみ委員、石内亮委員、飯山文子委員、石井マサ子委員、 

泉今日子委員、内田元久委員、漆原恵利子委員、加藤由紀子委員、臼井孝一委員、 

佐伯滋委員、高岡徹委員（WEB参加）、谷口実委員、早川陽子委員、飯島倫子委員、 

石渡和実委員（WEB参加）、戸塚武和委員（WEB参加）、横井郁子委員（WEB参加） 

欠 席 者 酒井誠委員、茨木尚子委員 

開催形態 公開（傍聴者０人） 

議 題 等 １ 新委員紹介 

２ 報告事項 

（１）民生委員審査専門分科会について 

（２）身体障害者障害程度審査部会について 

（３）横浜市中期計画2026-2029（素案）について 

３ その他 

横浜市からのお知らせ 

  

議事要旨 

１ 新委員紹介 

  事務局より、新委員の御紹介（望月康弘委員、酒井誠委員、かざまあさみ委員、臼井孝一委員）。 

 佐藤健康福祉局長よりご挨拶。 

 

２ 報告事項 

（１）民生委員審査専門分科会について 

   石井委員より、民生委員審査専門分科会について報告（資料３）。 

   ●民生委員推薦手続きを一部変更。候補者全員を推薦する場合、審査会の開催を省略。 

    開催条件を次の２つに限るものとした（令和６年 11月６日開催の民生委員審査専門分科会 

にて決定）。 

① 全員が推薦されなかった場合 

② 現任委員に非行等の行為があった場合の職権解職について、厚生労働大臣あて具申する

際の同意を得る必要がある場合 

   ●上記運用により、今年度の民生委員審査専門分科会の開催回数は０回であることが報告され 

た。 

   地域支援課長より、「令和７年度民生委員・児童委員及び主任児童委員の一斉改選の状況」に 

ついて説明（資料３-２）。 

●充足率が前回より低下（全体 87.5%）。 

●高齢化、年齢要件特例により平均年齢上昇。 

●バトンタッチサポーター制度の初年度実施状況について説明。 
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（主な意見） 

●バトンタッチサポーター制度の位置づけはどうなっているのか。 

  →新任の初動を支援するため、引き継ぎ期間の４か月間について、前任者のボランティア  

保険加入を補助。また、活動のための証も交付。 

   ●この制度が充足率不足の解消につながるのか。地域の方々へもっと役割を理解していただく

必要があると思うが、その見解はどうか。 

    →引き継ぐ方からは活動報告を提出いただき、後任の委員の方からは引き継ぎの様子を確認 

する等により、効果検証を行う予定。また、働いている方等の負担軽減につながるよう、

ホームページの活用や活動報告のオンライン化等の取組も進めたい。 

   ●スマートフォンの活用も含めたＤＸ化の推進を進めてもらいたいが、スマートフォンを使え

ない方へのサポートもしながら、充足率の低下を抑えられるようにしっかりと取り組んでい

ただきたい。 

   ●身近な民生委員で仕事との両立が難しく辞めた方がいる。民生委員の手当て増額や事務的負

担軽減を図らなければ担い手は増えないのではないか。 

    →活動費ということで交通費等の実費相当額が国の定めた単価に基づき支払われている。全

国の自治体から国へ単価の増額について要望しており、本市も一緒に要望していきたい。 

   ●若い方でも地域のために何かしたい人は意外といる。説明にあった働きながら担っていると 

いう話は良いと思う。若年層へのアプローチへの工夫があれば教えて欲しい。 

→例えばＰＴＡの活動から、地域の繋がりの中で主任児童委員になられて、その後に民生委

員になるという方がいらっしゃるかと思うが、更に若い方に担っていただくにはどうすべ

きかは引き続き検討したい。 

   ●大学において、民生委員や児童委員とは何なのかを知る機会を設けてはどうか。 

    →本市において、大学に行って民生委員等についてＰＲするという取組は行っていない。 

他都市では大学生が地域の中で協力するという事例は聞いているので、引き続き検討した 

い。 

   ●児童委員の担い手について、市の青少年育成課（青少年育成センター）と連携して青少年向

けのボランティアなど含め広報してはどうか。 

→幅広く知っていただく必要があり、試行錯誤にはなるが引き続き検討したい。 

 

（２）身体障害者障害程度審査部会について 

   高岡委員より、身体障害者障害程度審査部会について報告（資料３-３）。 

   ●12月１日現在で障害程度審査部会を8回開催し、非該当相当と考えられる案件の審査45件と、 

122件の医師の指定を行った旨が報告された。 

    ※意見等なし 

 

（３）横浜市中期計画2026-2029（素案）について 

事務局より、横浜市中期計画2026-2029（素案）の概要を説明。  

（主な意見） 

●障害福祉施設の老朽化の建て替えについて。昭和の時代に建った入所施設が課題。特養と併

せて障害福祉施設も検討してもらいたい。 

→高齢のみならず障害施設についても、必要に応じて建て替えの検討は行っていきたい。 
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●病院の入院期間が短縮化するなかで、高齢者の特養の待機期間４か月という目標に対する考 

え方について。 

 →特養については、現在4,000人強の方が待機している状況。その中でも、早く入所の必要

な方や認知症ケアなど特別な配慮が必要なため調整に時間のかかっている方、また、予備

的に申込みしており必ずしも今すぐ利用の必要がない方も一定数いる。そういった分析を

進めつつ精査したい。指標としては４か月としているが、緊急度に応じて１日でも早く入

れるような施策を検討している。 

●短期入所の利用について、近隣の施設が空いておらず、遠く離れた区の施設を利用するよう 

なケースが生じていると聞いているが、そういった問題への対策について。 

 →なるべく近い場所の施設で利用できるように、空床状況をリアルタイムで可視化できるよ

うな取組を進めている。また、高齢者の住まいの相談センターなども活用いただき、適切

な施設のご紹介ができるよう取り組んでいる。 

●障害者グループホームの指標に対する考え方について。 

→次期障害者プラン策定に向けて、たくさんのご意見をいただいている。グループホームに

関しては、量の整備から質への転換を図りたく、高齢化や対応が難しい方へ、もう少し支

援が届くようなメニューができないかと検討を進めている。 

●「07 障害児・者」の政策指標30.9％について、障害福祉の制度については、使いにくいと 

いう実態があり、市としてその点を「（改善に向けて）頑張っていこう」という姿勢が見れ 

るのは良いことと思う。 

→30.9％については、その他「どちらでもない」という方が約50%ということで、そういっ 

た方々に障害理解や合意的配慮等の普及啓発を進めていくことが必要と考えている。一方 

で障害者プランにおける障害者の方を対象としたアンケートの結果等と比較することが 

大事と思っている。 

●地域によってはバスが１時間に1本しかないなど、通院や買い物に困っている人がいる。 

坂が多い、スーパーが遠いといった地域や移動販売車が入れないような場所は特に課題が大 

きい。タクシーの活用など、対策を考えて欲しい。 

 →横浜市としても地域交通への取り組みは非常に力を入れており、健康福祉局の事業ではな 

いが、「みんなのおでかけ交通事業」というものを今年度より始めている。これはバス停 

や駅まで15分以上かかるような地域へプッシュ型で、シャトルバスやタクシー事業所を活 

用して交通の利便性を高める取組。また、買い物支援については、今年行った高齢者への

実態調査においても、「重い荷物をもって帰るのが大変」や「自分ではなかなか買い物に

いくことができない」という声が多かった。これを踏まえて検討を進めている。 

●障害者のグループホームについて、障害程度区分５～６の方が利用するのは難しい状況であ 

り、入所施設も定員により入れない状況が続く中で、親亡き後、我が子はどうなるのかとい 

う不安がある。この点について、どのように考えているのか。 

→現在、区分５、６の方の受け入れも進んでおり、中には居宅介護や重度訪問介護という形

でケアができる支援者を一緒に派遣して対応するケースも増えてきているのでご相談い

ただければと思う。更に、重度の方の対応ができるグループホームのあり方も検討したい。 

●特養について、ユニット利用の補助を検討してもらえると良い。 

→ユニットについては利用促進助成ということで一部助成を進めている。今後、状況をみな 

がら展開を考えていきたい。 
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●スローショッピングの拡充の考え方や、地域包括ケアにおける買い物支援との違いについ

て。 

→買い物支援については、様々な施策があるが、現状足りない部分がある。その隙間をどの 

ように埋めるかを検討している。 

●認知症の方が地域で暮らしやすくなるような施策を引き続き進めて欲しい。 

→認知症の方が今後更に増えていくであろうという予測の中で、お住まいの地域で身近に 

相談ができたり、居場所があるということは非常に重要であると認識している。地域の

方々へ認知症を正しく理解していただくことを通じて、ご本人やご家族を支える地域づく

りを進めていきたい。 

●インクルーシブなまちづくりについて、例えばエレベーターの無い小学校では車いすの児童

が通えないといった問題があるが、障害のある子とない子が一緒に遊べるような環境づくり

について、どのような計画なのか。また、聴覚障害のある方への情報保障やコミュニケーシ

ョン支援の方法についてどのように考えているのか。 

    →教育委員会では、市内の小中学校において、エレベーターの設置を進めている。また、大

学への通学時にヘルパーの派遣を利用できるような制度も用意している。頂いたご意見を

踏まえて、引き続き「学びたい方」への支援を考えていきたい。また、聴覚障害のある方

への情報保障については、次期障害者プランの策定の中でしっかりと検討していきたい。 

●①築年数が経過した特別養護老人ホームの建て替えについて 

新設施設はすべて個室ユニット型だが、従来型のニーズも一定程度あるため、建て替えに

おいては、多床室の可能性を残すのも一案と思う。また、個別の建て替え計画に対しては、

例えば、地域が特別養護老人ホーム以外にも求める福祉サービス等があるとすれば、そうし

たサービスへの転換や複合といった一歩踏み込んだ考えも含めて、柔軟に相談に応じて頂け

るよう期待したい。 

②特別養護老人ホーム入所待機者について 

いわゆる身寄りのない方や家族がいてもサポートに欠けるといった方の待機期間が長引

いていることが散見されるため、成年後見制度とは別に、認知症でなくてもご本人と施設に

寄り添った支援体制が整えば、そうした方の入所が促進され、待機期間の短縮につながると

思う。 

    →高齢者の住まいについては、その方が最後にどこで暮らしたいかが大事と考える。 

ご本人が希望するところで暮らせるように、様々な選択肢を持てるような施策を検討して

いきたい。また、単身世帯への支援については、今年からパンフレットの作成などの取組

を始めている。引き続きしっかりと取り組んでいきたい。 

３ その他 

 横浜市からのお知らせ 

  ・事務局より配布資料（チラシ）についての説明があった。 

※意見等なし 

 

資料 【資料１】横浜市社会福祉審議会について 

【資料２】横浜市社会福祉審議会委員名簿 

【資料３】専門分科会等からの活動報告 

【資料４】横浜市中期計画2026-2029（素案）（健康福祉局抜粋版） 
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≪その他資料≫ 

「身寄りのない高齢者等に係る支援」に関する資料 

(1) ヨコハマあんしん登録チラシ 

(2) あんしん終活相談センターチラシ 

(3) 終活みちしるべリーフレット 

 


